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 論文内容の要旨
 本論文は, 主として, 比較法的視点からフランスの医療保障制度において近年見られる
 財源と給付の構造の変容を解明することを通じて, 今日の日本の医療保障制度が抱える財
 政面・給付面における問題の解決の糸口を探るものである。
 序論にあたる rはじめに」 では, 日本の近時の医療保険改革を概観した上で, 現行制度
 について特に次の2つの疑問を提起する。 ひとつは, 近年の改革の議論の中心が給付面に
 おかれているのに対 し, 医療保険の財源は見直す必要はないのかという疑問である。 もう
 ひとつは, 制度上は r国民皆保険」 が実現しているものの, 実際には r皆保険の空洞化」
 現象が見られるように r国民皆保険」 は実質的には維持されていないのではないか, とい
 う疑問である。 こうした疑問から筆者は, ①医療保険の財源のあり方の検討, ②国民皆保
 険の実質的実現のための方法の探求, さらにこれら2つの延長線上として③財源と給付を
 関導させた総合的な医療保険制度の検討, を本論文の目的として設定し, これらを検討す
 るための手がかりを得るべ く, 様々 な類似点を持ちつつも日本とは異なったアプローチを
 採用 しているフランスの医療保障法制の考察を行う, とする。
 r第一章 フランス社会保障制度の歴史」 では, 現在の医療保障制度は歴史的文脈と社
 会保障諸部門間の相互作用によって規定されているという認識のもと, 社会保障制度が成
 立する以前の 19 世紀 か ら現在までのフラ ンスの社会保障制度全体の歴史を3つの時期に
 分けて考察 し, それぞれの時代の特徴を明らかに している。
 r第二章 フランス疾病保険制度の概要」 では, 主に, 商工業被用者が加入する一般制
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 度における疾病保険の現行の仕組みを詳密に検討 している。 その上で, 第一章で考察 した
 歴史的展開とその蓄積としての現行制度とを踏まえ, フランスの医療保障制度が, 従属労
 働者とその家族のみを対象と した ビス マルク・モデルの疾病保険をその中心に位置づける
 一方で, ビヴァリッジ・モデルの影響から医療保険の一般化を目指 したため, どのように
 従属労働者以外の者に医療保障を及ぼすのか, そ してその財源はどのように賄うのかとい
 う2つの問題を常に抱えてきたことを明らかにする。 筆者は, これらの問題を克服するた
 めに疾病保険制度にもたらされてきた変化が 「財源の面では保険料財源から税財源へ, 給
 付の面では職域保険から地域保険との併存へ」 と特徴づけられることを強調 し, 続く第三
 章・第四章でそれぞれの変化について詳述する, とする。
 r第三章 社会保障財源の租税代替化一財源の構造と一般的社会拠出金 (CSG) 」では,
 1970 年代から主張されるようになった租税代替化をめ ぐる議論とその帰結と して導入さ
 れた CSG の内容と変遷とが非常に詳細に検討されている。 筆者は, 保険料と比べた場合
 の CSG の意義を, 受給権と職業活動に相関関係のない給付 (r国民連帯」 に基づく給付)
 の財源と してはより論理的な財源であり, また算定上限賃金額の設定や所得税の課税所得
 からの控除がないためより公正な財源であると評価する。 また, 所得税と比べた場合の
 CSG の意義としては, CSG が課税基礎が広く低い税率で高い収益性をもち, 源泉徴収で
 あることを指摘す る。
 r第四章 疾病保険適用の一般化一給付の構造と普遍的疾病保護 (CMU)」では, CMU
 創設以前までの疾病保険の一般化の動きと, 一般化を完成させた CMU の導入とその仕組
 みについて詳密に検討 している。 合法的・安定的居住を満たす全ての者を一般制度に強制
 加入させる基礎的 CMU には, 制度上疾病保険の一般化を実現するという意義があり, 他
 方で, 低所得者に対して自己負担分をカバーする補足的制度への加入を保障する補足的
 CMU には, 低所得者への医療の実質的保障を確保するという意義があると分析する。
 結論にあたる rおわりに」 では, フランスでは疾病保険における租税代替化と一般化の
 動きを通 じて医療保障を r国民連帯」 に基づく給付とみなす認識が広まり, CSG の導入や
 CMU の創設はこうした国民連帯を実現するものである, と分析している。 そ して以上の
 フランス医療保障制度の考察から, 前述の本論文の目的に応えるかたちで, 日本への示唆
 を導いている。 フランスでの租税代替化の議論からは, 給付と保険料拠出とに相関関係が
 ない 「療養の給付」 については税財源に依拠するのが論理的であるという結論を引き出す。
 また, 国民皆保険の実質的実現には, 第一に, 保険の拠出制原理の緩和と社会保険制度か
 らの脱落防止規定を整備することにより制度への帰属を強化すること, 第二に, 低所得層
 に対する医療費の負担について補足制度との連携によって一般の被保険者よりも大きな
 保障を行うこと, が肝要であると指摘する。 最後に, 給付と財源との整合性を常に念頭に
 置きながら, 柔軟に社会保険制度を変質させていったフランスの疾病保険制度は, 日本の
 医療保険改革に大きな示唆を与える, と して本論文を結んでいる。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は, A4 版 245 頁, 約 26 万字に及ぶ力作である。 本論文では, 論題に関する日・
 仏の文献・裁判例を網羅的に参照 し, さらに社会保障法だけでなく租税法の文献も渉猟す
 ることにより, これまで社会保障法の研究には見られなかった新たな視点を提示すること
 に成功 している。 また, 本論文が特に注目する CSG および CMU については, 従来の先
 行研究に比べかなり詳細に制度を調べ上げており, それにより当該制度の全体像・特徴を
 正確に把握 した上で慎重に分析を行っている。
 これまでの日本の社会保障法の研究では, 概して, 生存権の保障を中核にすえて給付面
 のみから社会保障制度を分析するという傾向が強かったのに対 し, 本論文は給付と財源と
 の相関関係を常に意識しながら, 少子高齢化の進展の中で近年特に問題となっている財源
 のあり方に明確な問題意識をもって正面から取り組んでいる。 もっとも, これまで財源に
 ついての先行研究がなかったわけではないが, 従来の研究ではr社会保険料か税か」という
 二項対立で財源問題を捉えることが多かったのに対 し, 本論文では税の類型間での比較に
 まで踏み込んだ緻密な検討と経済的・法的視点からの丹念な分析が行われ, 本論文の魅力
 の一つとなっている。 また, 通常年金について想起されがちな r社会保険の空洞化現象」
 が国民健康保険でより深刻な形で現れている点を指摘 し, フランスの CMU でとられた国
 民連帯の組織の仕方から具体的な示唆を導き出すことに成功 している。 さらに, 一見関連
 性が薄いと思われる租税代替化という財源の問題と疾病保険の一般化という適用の問題
 とを, r国民連帯」 という給付の性質を媒介に有機的に結合させ, それぞれが国民連帯の
 実現に向けたアプローチの一環を構成 していることを浮き彫りに している点も, 今後の医
 療保険制度改革を検討する上で特に注目に値する。
 本論文は, 近年の医療保険改革で欠落 している視点を指摘し, フランスの医療保障制度
 の展開と変容を考察することにより, 日本における現実の問題を解決するための糸口を探
 ることを目的としており, 上述の通りその目的は相当程度達成されている。 ただ, 全国民
 を対象とする社会保険制度を想起した場合, 筆者が提示する国民連帯の定義がやや曖昧さ
 を残 している点には若干の不満が残るものの, 本論文が行った多くの指摘・考察に鑑みれ
 ばこの点は本論文の 意義を失わせるものではない。
 以上, 本論文は, 明確な問題意識に基づいて文献・裁判例を広く渉猟し丹念に読みこな
 すことにより, 国民連帯概念を軸としたフランスの近時の疾病保険制度の動向を明らかに
 し, その明晰な分析から今日の日本の医療保険制度をめぐる問題を検討する上で重要な指
 摘を提示 している点で高く評価されるものであって, 博士論文の水準に達 しているもので
 あると認められる。
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